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《2学期も残りわずか 今やるべきことを確実に！》 

 早いもので２学期の登校日もあと１３日となりました。勉強に加え、今月も入試関係の事務作業に追われる

日々が続きます。先の予定を頭に入れながら今やるべきことをひとつひとつ確実に行っていきたいと思いま

す。 

さて、入試に向けての準備をするうえで生徒たちは大小様々な不安を抱きながら生活していることと思いま

す。例えば「面接が心配」「成績のこと」「調査書にはどのようなことがかかれるのか」「体調を崩さないためにはどうした

らよいか」などです。２～３週にわけてこれら４つについて触れていきたいと思いますので参考にしてください。 

 

【面接の不安】 

 面接では短時間でその生徒の人となりを見ます。そのために第一印象が重要です。髪型、眉毛、服装、立ち振る舞い

（礼儀作法も含む）、言葉遣い、あいさつなどです。これはその日だけきちんとするというような安易な考えではうまくい

きません。家での生活も含め、普段から面接を意識した行動を心がけることが大切です。また、どんな質問をされるのか

も生徒にとっては不安の種です。大きく分けて次の５つの質問が考えられるので参考にしてください。 

 

① なぜその高校、その学科を受験しようと思ったか。（志願理由は１００％質問されます） 

    ※模擬面接ではこれが不明瞭な生徒が何人もいます。ご家庭でも話し合ってください。 

② 中学校ではどのようなことをしてきたか。（勉強、部活動、係活動、ボランティア、友達付き合いなど） 

③ 自分自身のこと（趣味、家族のこと、得意なこと、苦手なこと、自己ＰＲなど） 

④ どのような高校生活を送りたいか。（勉強、部活動、資格取得など） 

⑤ 高校卒業（将来）の進路はどのように考えているか。 

 

面接で絶対にしてはならないことは「うそをつく、いい加減なことを言う」ということ。答えに対

してさらに深く聞かれることがあるので事実からはずれたことを答えた場合困るのは自分自身。多少

言葉の使い方がまずくても、自分の考えや事実を正直に話すことが大切なのです。 

担任外、学年外教師による模擬面接が終わった後も、先生方からいただいたアドバイスを参考に練

習を繰り返すことで心のゆとりをもって入試に臨めると思います。 

 

【中学校最後の学習コンテスト】 

 1年生の時から国数英の基礎学力向上を目的として年２回実施して

きた「学習コンテスト」ですが、１２／１（火）～３（木）の実施を

もって中学校最後となりました。今学期の実力テスト、定期テストな

ど大きなテストを終えた後でも、多くの生徒が緊張感を持って取り組

みました。今回は満点賞、優秀賞（９割以上得点者）に加え、前回よ

り１０点以上得点を上げた生徒に「努力賞」が送られます。有終の美

を飾ることができたでしょうか。結果については後日お知らせいたし

ます。 

 

【第３４週の予定】 （１２／７～１１） 
 曜 時程 行事・その他 完全下校 

1２／７ 月 A６ 帝京：Web出願事前指導  尚志：志願理由書清書提出  学年外面接指導 １８：００ 

８ 火 B６ 
専門委員会  SC来校  郡山市（篤志）奨学資金申し込み締切 

県立前期選抜受験希望書配付～１７日（木）提出締切 
１８：００ 

９ 水 Ａ６ 水１，水２，水３，水４，水６，木６の順  日高：申込内容確認書提出 １８：００ 

１０ 木 B６ 第１回学年調査書作成委員会 １８：００ 

１１ 金 A５ １，２，３，４，木５の順 １７：３０ 

 


